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Valdivian rainforest

Subantarctic mixed forest



温帯多雨混交林
ナンヨウスギ



温帯多雨林
ヴァルディヴィア型

コピウエ（チリ国花）





亜南極落葉樹林



ナンキョクブナの隔離分布
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白亜紀末

第三紀
暁新世



始新世の温暖期 南米熱帯要素と温暖南極要素の混交



中新世における寒冷南極要素の侵入



鮮新世のアンデス造山



パタゴニアの代表的な後期白亜紀以降の植物化石産地





Laguna del Hunco



Laguna del Hunco: 始新世 (52Ma)



Ouratea?

Malvales sp.

Tetracera?





亜熱帯“ユンガス Yungas”要素



リゴリオマルケス
曉新世〜始新世



暖温帯要素



ナンキョクブナの進入

花粉と南米最古のナンキョクブナの葉





フェゴ島サンセバスチャン（中新世）



サン・セバスチャンの中新世ナンキョクブナ 植村和彦氏提供



リエスコ島





急変する天候



湿原のボーリング：過去１万年程度の植生変化を追う



緑あふれる馬糞ハイツ



53°Ｓ，71°Ｗ
採集地採集地



炭酸質ノジュール



材化石：ナンヨウスギ（左） 広葉樹の散孔材（右）



蘚類，巻貝，シダ根茎，子嚢菌の被子器



針葉樹の葉（マキ科？），シダ胞子嚢３種



Lophosoriaの分布



ロフォソリア コケシノブ科

ヴァルディヴィア型温帯多雨林



化石の産出層を捜す



重いので昼飯



築百年



白亜紀層も



新たなゴミを求めて



ゴミはゴミでも・・・





チリにおける採集許可申請 1
化石
Consejo de Monumentos Nacionales
(国家遺産審議会：教育省の下部機関)
所在地：サンチアゴ
・申請：調査の3ヶ月前までに、書式あり、英文可、
詳細な地図添付、隊員のCVなど

・輸出許可：リストと採集報告書（スペイン語）を提出
・輸出業務、搬送：現地の日通貨物が安くて便利
・報告書：調査終了後の出版物を送付
・留意点：夏季は担当者のバケーションに注意



チリにおける採集許可申請 2

植物
CONAF (Corporacion Nacional Forestal)
国営森林局
所在地：サンチアゴと地方事務所
・採集許可：各地方事務所に申請
・輸出許可：SAG (Sanitario Vegetal)植防、各地
方事務所で申請

・輸出：許可証があれば地方のDHLなどからも生品
送付可

・報告義務あり



レンタカー




